
同
事
務
所
道
路
維
持
課
は

初
弾
工
事
と
し
て
、
厚
木
市

の
県
道
43
号
に
架
か
り
、
一

級
河
川
・
小
鮎
川
を
ま
た
ぐ

堺
橋
の
塗
替
え
工
事
を
実
施

中
だ
。

塗
膜
は
く
離
作
業
で
は
、

同
県
管
理
の
道
路
橋
で
初
め

て
、
小
型
の
Ｉ
Ｈ
は
く
離
工

法
（
注
1
）
を
初
め
て
採
用

し
た
。

こ
の
橋
は
、
橋
長
56
ｍ
、

幅
員
10
・
3
ｍ
の
2
径
間
連

続
Ｒ
Ｃ
床
版
非
合
成
鈑
桁

橋
。1
9
7
2
年（
昭
和
47
）

年
の
供
用
開
始
で
、
建
設
時

は
下
塗
が
一
種
シ
ア
ナ
ミ
ド

鉛
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｋ

5
6
2

5
）、
中
・
上
塗
が
長
油
性

フ
タ
ル
酸
樹
脂
で
塗
装
さ
れ

た
。同

課
は
、
環
境
省
の
「
低

濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
廃
棄
物
に

関
す
る
測
定
方
法
（
第
4

版
）
令
和
元
年
10
月
」
に
基

づ
き
、
鉛
・
ク
ロ
ム
・
Ｐ
Ｃ

Ｂ
の
調
査
・
分
析
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
橋
で
鉛
と

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
基
準
値
を
超
え
て

い
る
こ
と
を
把
握（
注
2
）。

同
課
直
営
で
塗
替
え
工
事
設

計
を
行
い
、
塗
膜
は
く
離
工

法
を
複
数
検
討
し
た
結
果
、

安
全
性
と
経
済
性
の
観
点
か

ら
、
Ｉ
Ｈ
工
法
を
使
う
こ
と

に
し
た
。

採
用
に
当
た
っ
て
は
、
同

県
東
部
漁
港
事
務
所
が
城
ヶ

島
大
橋
（
注
3
）
で
実
施
中

の
補
修
（
機
能
保
全
工
事
）

の
事
例
を
参
考
に
し
た
。
同

橋
で
は
、
塗
膜
は
く
離
に
大

型
Ｉ
Ｈ
は
く
離
機
（
注
4
）

が
活
用
さ
れ
た
た
め
だ
。

堺
橋
の
工
事
〈
令
和
3
年

度

橋
り
ょ
う
補
修
工
事

県
単
（
そ
の
17
）〉
は
、
2

径
間
の
う
ち
Ａ
1
―
Ｐ
1
間

7
6
7
㎡
の
既
存
塗
膜
を
Ｉ

Ｈ
工
法
で
は
く
離
し
、
電
動

工
具
で
素
地
調
整
を
実
施
、

鋼
材
素
地
ま
で
既
存
塗
膜
す

べ
て
を
除
去
し
、「
鋼
道
路

橋
防
食
便
覧
」（
日
本
道
路

協
会
）
所
定
の
Ｒ
ｃ
―
Ⅱ
塗

装
系
で
塗
替
え
る
。

工
事
は
今
年
5
月
、
旭
リ

ボ
ー
ト
（
横
浜
市
、
渡
辺
竜

太
社
長
）
が
4
1
4
8
万
1

4
4
0
円（
税
込
）で
落
札
。

現
在
は
Ｉ
Ｈ
工
法
と
電
動
工

具
を
使
っ
た
塗
膜
は
く
離
、

素
地
調
整
が
進
ん
で
い
る
。

小型ＩＨはく離メクレル
旭
リ
ボ
�
ト

が
受
注

神
奈
川
県
の
道
路
橋
で
初
採
用

堺

橋

塗

替

え

鉛
・
Ｐ

Ｃ

Ｂ

安

全

除

去

へ

神
奈
川
県
厚
木
土
木
事
務
所
が
、管
内（
厚
木
市
・
愛
川
町
・
清
川
村
）

に
架
か
る
鋼
橋
で
、
塗
膜
が
含
有
す
る
鉛
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
有
害
物
を
調
査

し
た
結
果
、
5
橋
で
基
準
値
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
塗
膜

の
安
全
で
適
切
な
除
去
に
向
け
、
同
事
務
所
は
塗
替
え
工
事
を
今
年
度
に

開
始
し
、
25
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

（横浜）

堺橋

厚
木
土
木
事
務
所
は
今
年

度
、
堺
橋
以
外
に
県
道
22
号

横
浜
伊
勢
原
線
の
戸
沢
橋
で

も
鉛
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
有
害
物

除
去
に
向
け
た
塗
装
塗
替
え

工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
こ

の
工
事
に
は
17
者
が
応
札

し
、
今
年
7
月
に
平
成
ケ
ン

ソ
ー
（
横
浜
市
港
南
区
、
加

藤
郁
子
社
長
）
が
8
1
9
9

万
1
2
5
0
円
（
税
込
）
で

落
札
し
た
。
工
期
は
23
年
2

月
末
ま
で
。

ま
た
、
同
事
務
所
は
第
2

四
半
期
に
堺
橋
塗
替
え
の
2

期
工
事
、
戸
沢
橋
塗
替
え
の

2
・
3
期
工
事
の
入
札
も
予

定
し
て
い
る
。

戸
沢
橋
で
も
有
害
物
の
除
去
着
手

第
２
四
半
期

３
件
の
入
札
へ

ＩＨはく離機で鋼材と塗膜を分離
（上下の写真 2点は同事務所提供）

厚木土木事務所

注
1

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
と
同
じ
原
理
の
Ｉ
Ｈ

（
局
所
的
な
電
磁
誘
導
加
熱
）
に
よ
り
、
鋼
材
か
ら
塗
膜

を
は
く
離
さ
せ
る
工
法
。
商
品
名
「
Ｉ
Ｈ
塗
膜
は
く
離
機

メ
ク
レ
ル
」。

注
2

分
析
試
験
の
結
果
、
鉛
4
・
9
％
（
基
準
値
0

・
06
％
）、
ク
ロ
ム
0
・
1
％
未
満
（
同
1
％
）、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

0
・
93
m
g
／
k
g（
同
0
・
5
m
g
／
k
g
）を
検
出
。

溶
出
試
験
で
は
、
鉛
69
m
g
／
Ｌ
（
同
0
・
3
m
g
／

Ｌ
）、
ク
ロ
ム
0
・
05
m
g
／
Ｌ
未
満
（
同
1
・
5
m
g

／
Ｌ
）、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
0
・
0
0
0
5
m
g
／
Ｌ
未
満
（
同
0

・
0
0
3
m
g
／
Ｌ
）
検
出
さ
れ
た
。

注
3

三
浦
市
の
城
ヶ
島
と
三
浦
半
島
間
に
架
か
る
橋

長
5
7
5
ｍ
、
幅
員
11
・
4
ｍ
の
単
純
Ｐ
Ｃ
ポ
ス
テ
ン
桁

橋
9
連
＋
3
径
間
連
続
鋼
床
版
箱
桁
橋
＋
単
純
Ｐ
Ｃ
ポ
ス

テ
ン
桁
橋
3
連
。
60
年
（
昭
和
35
年
）
竣
功
で
、
同
県
東

部
漁
港
事
務
所
が
10
年
度
か
ら
計
画
的
な
機
能
保
全
工
事

を
継
続
中
。
漁
港
漁
場
整
備
法
に
基
づ
く
漁
港
道
路
位
置

付
け
ら
れ
る
。

注
4

Ｉ
Ｈ
式
Ｐ
Ｒ
Ｐ
工
法
。

「ご安全に」声を掛け合い

「第三者被害生じないよう」

本紙 現場を取材
スクレーパーで塗膜かき落とし

本
紙
は
8
月
31
日
、
堺
橋

塗
替
え
工
事
現
場
を
取
材
し

た
。7

時
55
分
、
朝
礼
が
始
ま

っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
一
帯

は
交
通
量
が
多
い
所
で
、
管

理
用
地
も
狭
い
か
ら
、
整
列

す
る
ス
ペ
ー
ス
は
屋
外
に
な

い
。
元
請
・
旭
リ
ボ
ー
ト
の

狭
い
現
場
事
務
所
で
、
6
人

が
車
座
に
な
っ
た
。
文
字
通

り
、
膝
突
き
合
わ
せ
で
、
と

い
っ
た
感
じ
だ
。

し
か
し
、
緊
張
感
が
満
ち

て
い
た
。「
上
流
側
の
桁
の

電
動
工
具
作
業
は
」「
下
流

側
の
桁
の
Ｉ
Ｈ
は
く
離
作
業

に
つ
い
て
」。
多
く
の
案
件

が
、
次
々
に
説
明
さ
れ
て
い

く
。
そ
し
て
、
不
安
全
行
動

の
防
止
策
を
確
認
。
最
後
に

「
ご
安
全
に
！
」
と
声
を
掛

け
合
い
、
作
業
員
は
現
場
に

向
っ
た
。

皆
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
小

さ
い
橋
だ
が
、
交
通
量
が
多

い
の
で
、
第
三
者
被
害
が
絶

対
に
生
じ
な
い
よ
う
心
が
け

て
い
る
」
と
い
う
。

と
い
う
の
も
、
同
橋
の
日

交
通
量
は
1
万
2
2
6
台

（
Ｈ
27
セ
ン
サ
ス
）。
朝
夕

は
通
勤
・
通
学
者
が
多
い
か

ら
、
橋
の
上
に
車
列
が
延

び
、
歩
道
部
を
歩
行
者
と
自

転
車
が
行
き
交
う
。
同
橋
が

架
か
る
小
鮎
川
沿
い
の
道

も
、
車
の
往
来
が
激
し
い
。

車座で朝礼（撮影用にマスクを外しています）

現
場
の
人
た
ち
は
、「
有

害
物
を
扱
う
仕
事
な
の
で
、

皆
が
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
情
報
を
共
有
し
て
安
全

に
仕
事
を
進
め
て
い
く
」
と

も
話
し
た
。

工
事
は
7
月
下
旬
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
Ｓ
Ｋ
パ
ネ
ル
に
よ

る
足
場
架
設
に
着
手
し
、
3

日
間
で
完
了
。
防
炎
ロ
ー

ル
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
2
枚
の

3
重
養
生
で
飛
散
対
策
を
施

し
た
。

Ｉ
Ｈ
工
法
の
段
取
り
を
経

て
、
8
月
初
旬
に
は
く
離
・

素
地
調
整
作
業
を
始
め
た
。

9
月
中
旬
か
ら
塗
装
工
事
に

移
行
し
、
9
月
末
に
塗
装
完

了
・
足
場
解
体
・
完
工
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｈ
は
く
離
機
メ
ク
レ
ル

は
、2
機
投
入
。2
人
1
組
、

2
班
体
制
で
は
く
離
す
る
。

電
動
工
具
に
よ
る
素
地
調
整

も
同
様
で
、
1
日
8
人
工
で

進
め
て
き
た
。

作
業
員
の
佐
藤
伸
明
さ
ん

は
、「
は
く
離
剤
工
法
だ
と

掃
除
が
大
変
だ
っ
た
が
、
今

回
は
足
場
内
の
掃
除
が
格
段

に
簡
易
に
な
る
な
ど
、
作
業

が
楽
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｈ
式
な
の

で
、
ヘ
ッ
ド
や
母
材
が
高
温

と
な
り
、
危
険
な
作
業
も
伴

う
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
講

習
を
受
け
た
通
り
に
作
業
し

た
ら
、
安
全
性
も
高
い
こ
と

が
分
か
っ
た
」と
説
明
し
た
。

�
掃
除
が
簡
易

作
業
が
楽
�

城ヶ島大橋

乾
い
た
塗
膜
を
作
業
ご
と
に

回
収
（
同
事
務
所
提
供
）

（６）2022年（令和４年）９月15日（木曜日）橋 梁 通 信第108号（毎月1日・15日）�橋梁通信社


